
  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     十分理解できていなかった公園の管理全体の体制を会員みんなで確認しました。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 12 月 20 日(火)に「公園マネジメント会議 平成

23 年度第２回総会」が地球市民交流センターにて開催され、

26 名の会員の方が出席しました。今回は会議後に忘年会を兼

ねた懇親会が予定され、年２回目の総会開催となりました。 

「公園マネジメント会議の使い方を考えてみよう」という議

題では、会議での提案がどのように実現されているかを確認し、

「あなたの 20011 年を振り返る！」では、今年一番印象に残

ったプログラムを確認しあいました。また「営業ツール分科会

の活動報告＆議題提案」では、モリコロパークのトリビアがた

くさん出されました。 

愛知県建設部公園緑地課(協働グループ) 担当：粟田 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸 3 丁目 1 番 2 号 

TEL：052-954-6528 FAX：052-953-5329 

財団法人愛知都市整備協会 愛・地球博記念公園管理事務所 担当：林

〒480-1101 愛知郡長久手町大字熊張字茨ヶ廻間乙 1533-1 

TEL：0561-64-1130 FAX：0561-61-2150 

■各グループからは、以下のようなプログラムが発表されました。 

 秋まつりでの紙すきや食の広場でのイベント、夏まつりの氷アートや盆踊り、手筒花火が好評だった、

 地球市民交流センターでの音楽イベントや食のプログラム（料理イベント）、平日の利用促進に向けた子

育て世代対象のプログラム、歴史トラベラーズの発足、水石展、巨大オブジェ製作、森と草原の地球教

室、愛知県警との協働による交通安全イベント など 

 

・マネジメント会議で提案されたことの実施状況を、毎回のマネジメント会議の中で確認・点検するこ

とが確認された。 

・管理体制について資料を作成し、説明を行った。 

 ・営業ツール分科会の活動が報告された。 

・営業ツール分科会から、ＰＲ大使の提案がされた。 

      ↓ ↓ ↓ 

・モリコロパークに関心の少ない大学生を中心とした若者の目を公園に向けさせるためのＰＲ方法の

議論と、モリコロパークの体現者となるＰＲ大使のあり方についての議論は、別々に分けて考えて

いくこととする。 

・営業ツール分科会において、意見を頂いた点を参考に再度整理してみることとする。 

各グループから、たくさんのモリコロパークの「へぇ～」が出さ

れました。これらを園の魅力や情報として発信していきましょう！ 

■モリコロパークのトリビア 

・カエデ池の湿地にシロタマホシクサがある。・愛知県児童総合

センターのロボットは手塚治虫監修。・モスバーガーの移動販売

は日本でここだけ。・公園にはリスが住んでいる。・花の広場休憩

所には、公園オリジナルのガチャガチャがある。・スケート場の

氷が白いのは間に白いペンキがぬってあるから。 などなど 

＜ワークショップ①＞ 

・Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄグループごとに、今年の一押しプログラムが発表され、マネジメント会議白書として

まとめられることが事務局より提案された。 

・平日利用増加を目標に“ママさん向け事業”“伝統文化継承的事業”など長久手町との地域密着型事

業などの取り組みが出てきている。 

・今日みなさんで共有できたことが、皆さんの取り組みとつながり、広がるとよい。また、博覧会の理

念と成果を継承する公園として、その哲学や思い、アクティビティなどの継承と発展について議論し

ていけるとよい。 

＜ワークショップ②＞ 

・Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄグループごとに、モリコロパークの「へぇ～」が発表された。 


